
 

 

 

 

令和 8 年 6 月 1 日発行 

  文責 校長 泊 裕人 

 

早いもので 5月も終わり、今日から 6月がスタート。 

すでに暑さはやってきていますが、今後は梅雨の時期を迎えます。室内で

過ごさなくてはいけない日も多くなって、外遊びが好きな子どもたちにとっ

ては、少し我慢する時間も出てくるかも知れません。ただ、そんなときだか

らこそ新しい世界の扉を開けるチャンスでもあります。 

実は、昨年度末に本校卒業生の保護者様から“子どもたちに本を…”とい

うことで、ご寄付を頂戴していました。それを活用させていただき、新しい本を購入し図書室に置くこ

とにしました。もうしばらくするとその本たちの貸出も始まりますので楽しみにしてもらいたいと思い

ます。 

 購入した本の一部  

 【読書について】 
子どもたちにとって「読書」は、単に文字を読むだけではありません。本に親しむことで、
学力だけでなく、心や考える力も育っていきます。今年度、本校では本を読む時の“量”と
“質”を意識した読書活動を推進していきたいと考えています。 

ここでは、読書によって得られる主なメリットをご紹介します。 
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学校HP もご覧ください 

新しい世界 

本を読むことで、普段の会話ではあまり使わない言葉や表現に触れることができます。 

多くの言葉を知ることで、自分の気持ちを上手に伝えられるようになり、文章を読み取る力も自然と

育っていきます。 

読解力は、国語だけでなく、すべての教科の学習の土台となる大切な力です。 

① 語彙力や読解力が身につく 

物語を読むと、登場人物の気持ちを想像したり、「この後どうなるのかな」と 

考えたりします。こうした経験を重ねることで、自分で考える力や豊かな想像力 

が育まれます。 

目に見えない場面を頭の中で思い描くことは、創造力を高めることにも 

つながります。 

② 想像力や考える力が育つ 



 
 あくまでも、私の個人的な経験などから考えるメリットであり、これ以外にもたくさんのこ
とが考えられます。“こんなところも良いところじゃない？”など、みなさんが考えるメリット
なども教えていただければ幸いです。 
先日発行された『としょかんだより』の中でも「“週末読書”のすすめ」というお知らせが書
かれていました。その取り組みの 1つとして、ご家庭でも、「子どもたちに読み聞かせをしても
らう」「一緒に図書館へ行く」「読んだ本の話をする」など、無理のない形で読書に親しむ時間

を作っていただければと思います。 
子どもたちが本を身近に感じられる環境を、学校と家庭で一緒に育んでいければ幸いです。 

 【今年度 1回目の読み語り（5/26）】 
 先週、今年度 1回目の読み語りをしていた
だきました。これも子どもたちが本に親しむ
ための大切な機会になっています。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

【
６
月
】 

 
2(火) 

7(日) 

 

 

8(月) 

10(水) 

12(金) 

14(日) 

 

16(火) 

17(水) 

23(火) 

27(土) 

30(火) 
 

 
眼科検診・クラブ活動 

佐賀市一斉フリー参観 

2,4,6年親子ふれあい活動 

全校引き渡し訓練（PM） 

振替休日 

5年生自然教室（～11日） 

5年生給食後下校 

雄飛学園友愛バザー 

美化美化大作戦 

児童集会・クラブ活動 

人権教室 

さわやかタイム 

佐賀県自転車大会（6年生出場） 

読み語り・委員会活動 

【
７
月
】 

 
1(水) 

2(木) 

3(金) 

7(火) 

8(水) 

15(水) 

16(木) 

17(金) 

21(火) 
 

 
チャレンジタイム 

全校朝会・東名遺跡出前講座(6年) 

ふるさと学習（4年） 

さわやかタイム 

平和集会 

チャレンジタイム 

給食終了 

1学期終業式（3時間授業） 

個人懇談（～24日） 

読書をしている時間は、自然と一つのことに集中する時間になります。そして、教室の中でも多く

の子どもたちのその姿を見ることができます。短い時間でも継続して本を読む習慣をつけることで、

落ち着いて物事に取り組む力が育ちます。 

集中力は、授業中の学習や家庭学習にも良い影響を与えるはずです。 

③ 集中力が身につく 

本の中では、さまざまな立場や考え方を持つ人物が登場します。物語を通して登場人物の気持ちに触

れたり、その人間関係に関わる良さや困難さを疑似体験したりすることで、相手を思いやる心や共感す

る力が育まれます。 

これは、友達との関わりや日常生活の中でも大切な力となります。 

④ 人の気持ちを理解する力が育つ 

好きな本を読む時間は、子どもにとって心が落ち着く大切な時間にもなります。

楽しいお話にわくわくしたり、感動したりする経験は、心の成長につながります。 

また、本を通して新しい世界や知識に出会うことで、興味や関心も広がっていき

ます。 

⑤ 心が豊かになり、読書が安心できる時間になる 

今年度もよろしくお願いします 

【今後の学校行事について】 


